
特別支援教育の視点を取り入れた体育科の授業改善 

駒ヶ根市立赤穂東小学校 特別支援教育部会 

 

学校目標：「かしこく、やさしく、たくましく」 

重点目標：「自分の考えを持ち、自分で判断し、自分から動き出す」子どもの育成 

 

特別支援教育部会研究テーマ 

「全ての子の主体的・協働的な学びを保障した授業づくり ～個別の指導計画をもとにした支援と合理的配慮

（UD 化）～」 

本校で大切にしている特別支援教育の視点 

〇授業の UD（ユニバーサルデザイン）化 

全ての子どもたちが学習活動に参加しやすいように、

あらかじめ授業や学習環境そのものをデザインする

「学びの基盤構築」 

〇個別の指導・支援 

個々の子どもが抱える困り感を解消し、授業のねら

いを達成できるよう支えるための、一人ひとりの実態

に応じた指導 

すべてのクラスで対

象児を一人決め、

「個別の指導計画」

を作成し、計画をも

とに２つの視点での

授業づくりを行う。 

 

研究のイメージ→                 個別の指導計画→ 

 

第４学年 表現運動「リズムダンス」 

• 学習の流れの明確化と

パターン化 

• 思考を促す視覚支援 

 
• 自己決定の尊重 

• 心理的安全性を高める

授業構成 

• 意図的なグルーピング 

• 肯定的な働きかけ 

• 選択肢の提供 

 

 

当初は硬い表情でポーズを一つとるだけだった R さん

が、単元を通して「複数のポーズと笑顔」を見せるよう

になり、終盤には自らアイデアを出すまでに成長した姿

を見ることができた。 
 

第５学年 陸上運動「小型ハードル走」 

• 学習内容の視覚化 

• スモールステップでの技

能習得 

 

• 選べるコースによる追究 

• 成長を可視化する評価

方法 

• 協働学習を促す仕組み 

・小型ハードル走記録シ

ート 

 

 

 

・多くの班で「班ののびポイント」がプラスの値を示し、

チームとして協働的に記録向上に取り組んだ 

・「チームのふり返り」に記された記述の質的な変化 
 

 

成果：「授業の UD 化」という土台の上に「個別の指導・支援」を構築する二段構えのアプローチが、特別な支援

を必要とする子どもの学びを保障するだけでなく、クラス全体の学習意欲と主体性を引き出す上で大きな

力を持つこと。 

技能の習得や表現の楽しさを味わうといった体育科の目標達成にとどまらず、本校の重点目標である「自

分の考えを持ち、自分で判断し、自分から動き出す」子どもの姿の育成に直接的に貢献したと言える。 

課題：「支援のあり方の深化」「子どもたちの自走を促す支援」「研究テーマの発展」 
 

第⑤時                                                  グループ名(       ) 

めあて グループで２曲をえらび、グループダンスをつくろう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇どの曲をえらびましたか？（２曲に〇をしよう！） 

③ ないものねだり   ④ あつまれパーティーピーポー   ⑤ スターマイン 

キック パンチ 指さし 水とばし かまきりの手 ねじる へび 

 

まわる わかめ まげる そらす ぐるぐる とびけり 手くるくる 

 

よこゆれ かめはめ波 足クロス ハイタッチ きしゃポッポ 

 

体のくずし～動きやポーズ～ 
新しい動きやポーズをつくってもよし！ 

 

 

 

 

学校全体における目指す姿の明確化・特別支援（教育）への理解

「自ら『考えて・決め
て・動く」に向けた児
童の育成

教師の児童理解力の育
成（配慮を要する児童
を見る目の育成）

配慮を要する児童を軸に据えた学級経営案・個別の指導計画作成

配慮を要する児童の困
り感を軸に、「居心地
のよいクラス」のため
のUD化を計画・推進す
る

授業レベルでの支援を
計画するために配慮を
要する児童の実態・可
能性の芽を明確にする

配慮を要する児童も安心できる⇒誰でも安心
して過ごせる学級の構築

日常的な学校生活のな
かで特に学級経営案、
UD化の視点に立って配
慮を要する児童への支
援や学級経営を図る。

日々の授業レベルで
の指導支援

授業に関しては、特に
個別の指導計画をもと
にして、配慮を要する
児童へ、各教科のねら
い達成のための具体的
な支援を明確にした授
業を実践する。

特に一公開において配慮を要する児童
やクラスの追究・学びの姿から、学級
経営案及び個別の指導計画を修正して
いくことで指導・支援を練り上げる。 

研究内容 
①配慮を要する軸とした学級経営案およ

び個別の指導計画作成による学級経
営・授業づくりの推進とその成果（子ど
も・クラスの姿から） 

②教師の特別支援に関する「見る目」の
育成（多様な児童に対する児童理解の
深まりと広がり）。 

○○科学習指導案 

令和 年 月 日（ ） 時間目 年 組 男子 名 女子 名 計 名 授業者  

 

対象児（ ・ 児）の概要（個別の指導計画より） 

 

 

単元名「     」 

本時の位置： 時間中第 時 

本時の学習の流れ（箇条書きで簡単に） 

【はじめ】 

・ 

・ 

 

 

【中】 

・ 

・ 

 

 

 

【おわり】 

・ 

 

 

 

MEMO（座席表や資料添付も可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時、対象児がこんな姿になってほしい！ 

 

 

 

画像：たけ先生(武井恒)/特別支援の教材＆支援バンク 

本時のねらいに向けた支援の具体（箇条書きで簡単に）  

 

 

 

 

本時を含めた支援の具体・UD化（箇条書きで簡単に） 

 

 

 

 

主眼（本時のねらい） 

「○○の場面（学習問題）で、△△を通して（学習

課題・見通し・手立て）、□□できる・わかる・し

ている（評価）」 

本校で使用し

ている指導案 


